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【
論
文
】

【
要
旨
｝

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号
一
七
六
八
二
○
○
二
「
非
文
献

資
料
を
利
用
し
た
中
世
都
市
に
お
け
る
基
層
信
仰
の
研
究
」
）
の
助
成
を
得
て
行

わ
れ
た
、
京
都
日
蓮
宗
本
山
本
法
寺
墓
地
所
在
石
造
物
群
の
調
査
報
告
の
所
見

で
あ
る
。

本
法
寺
は
洛
中
に
存
在
す
る
日
蓮
宗
本
山
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
中
世
以
来
の

由
緒
を
も
つ
寺
院
で
あ
る
。
本
阿
弥
光
悦
に
代
表
さ
れ
る
中
近
世
移
行
期
の
文

化
人
か
ら
も
崇
敬
を
う
け
、
都
市
京
都
に
文
化
的
な
側
面
か
ら
も
大
き
な
影
響

力
を
与
え
て
き
た
寺
院
と
も
い
え
よ
う
。
洛
中
日
蓮
宗
寺
院
の
墓
地
に
は
当
該

期
の
無
縁
墓
石
が
多
数
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
拙
稿
書
神

奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
』
、
二
○
○
二
年
三
月
）
に
お
い
て

す
で
に
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

本
稿
で
扱
う
石
造
物
は
、
こ
れ
ま
で
悉
皆
的
な
公
的
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
紀
年
銘
を
見
る
限
り
で
は
近
世
初
頭
よ
り
後
期
へ
と
及
び
、
中
近

世
移
行
期
に
端
を
発
す
る
石
塔
造
立
を
裏
付
け
る
資
料
が
連
綿
と
遺
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
摩
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
れ
ら
金
石
資
料
を
現
段
階
で
ま
と
め
て
お

く
こ
と
が
本
稿
の
第
一
義
で
あ
る
。
本
稿
の
中
心
を
な
す
一
覧
表
は
こ
の
た
び

本
法
寺
で
行
わ
れ
た
調
査
の
う
ち
、
歴
代
祖
師
石
塔
を
囲
繧
す
る
形
で
祀
ら
れ

て
い
る
有
力
檀
家
の
墓
石
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
同
様
、
石
造
物

の
形
態
的
・
時
代
的
特
徴
、
紀
年
銘
な
ど
を
記
し
た
。

そ
の
上
で
、
有
力
旦
那
と
し
て
知
ら
れ
る
本
阿
弥
家
が
、
本
法
寺
旦
那
と
し

て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
残
さ
れ
た
石
造
物
を
手
が
か
り
と
し
て

考
察
し
て
み
た
い
。

一
キ
ー
ワ
ー
ド
一
一
京
都
日
蓮
教
団
本
法
寺
石
造
物
中
近
世
移
行
期

京
都
本
法
寺
内
所
在
の
本
阿
弥
家
墓
石
に
つ
い
て

古

lll

元

也

本
稿
は
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
京
都
市
内
の
日
蓮
宗
系
墓
地
の
調
査
報
告
の

（

１

）

う
ち
、
本
法
寺
に
所
在
す
る
本
阿
弥
家
墓
地
を
中
心
と
す
る
有
力
旦
那
の
墓
石
に

つ
い
て
考
察
し
、
併
せ
て
本
法
寺
に
お
け
る
本
阿
弥
家
の
位
置
に
言
及
す
る
も
の

で
あ
る
。
本
阿
弥
家
は
中
近
世
移
行
期
に
活
動
が
顕
著
と
な
り
、
刀
剣
の
鑑
定
、

研
磨
を
主
と
す
る
家
業
を
以
て
知
ら
れ
た
が
、
一
族
に
は
多
彩
な
才
能
あ
る
人
物

が
輩
出
し
た
た
め
書
蹟
、
作
陶
、
茶
道
、
作
庭
な
ど
に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。

諸
家
に
分
派
、
繁
栄
し
て
近
世
期
を
通
じ
て
当
該
期
の
文
化
形
成
に
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
る
一
族
で
あ
る
。
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
事
績
は
『
本
阿
弥
行

（

２

）

状
記
」
が
写
本
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
諸
本
校
訂
の
も
と
正
木
篤
三
氏
に
よ

（

３

）

り
「
本
阿
弥
行
状
記
と
光
悦
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（

４

）

一
方
、
本
阿
弥
家
は
熱
心
な
日
蓮
教
団
の
信
仰
で
知
ら
れ
て
い
る
。
檀
家
と
し

て
は
本
法
寺
を
支
え
、
現
在
で
も
な
お
本
法
寺
に
は
本
阿
弥
家
の
関
与
す
る
什
宝

が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
宗
門
内
で
特
定
の
関
わ
り
を
有
し
て
い

た
寺
院
に
も
什
宝
が
伝
存
さ
れ
て
い
る
。
一
族
か
ら
は
教
団
内
部
に
も
人
材
を
輩

出
し
、
有
力
檀
家
と
し
て
典
型
的
な
関
わ
り
を
み
せ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
歴
代
祖

師
石
塔
を
囲
続
す
る
よ
う
に
自
家
の
石
塔
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
し
う

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
石
塔
は
十
分
な
調
査
が
及
ん
で
い
る
と
は
言
い
難

く
、
調
査
の
一
環
と
し
て
記
録
を
試
み
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
記
録
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
、
洛
中
本
法
寺
と
本
阿
弥
家
と

の
関
わ
り
を
明
ら
か
と
し
、
寺
内
に
お
け
る
有
力
旦
那
の
位
置
に
つ
い
て
論
じ
る

も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
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本
阿
弥
家
の
石
塔
調
査
は
、
本
法
寺
墓
地
調
査
の
一
環
と
し
て
平
成
十
八
’
十

九
年
度
に
か
け
て
お
こ
な
い
、
一
部
判
読
困
難
な
銘
文
の
読
解
や
補
足
調
査
の
た

（

５

）

め
に
数
度
に
分
け
て
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
本
阿
弥
家
の
墓
地

は
京
都
や
東
京
を
は
じ
め
各
地
に
分
散
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
族
が
非
常
に
多

岐
に
わ
た
っ
て
分
流
、
繁
栄
し
、
刀
剣
の
目
利
や
研
磨
を
は
じ
め
と
す
る
家
職
に

（

６

）

よ
っ
て
分
散
し
て
い
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
根
本
は
、
本
家
嫡

流
が
帰
依
し
強
い
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
た
京
都
府
上
京
区
所
在
の
本
法
寺
墓
地

｜
、
本
阿
弥
家
の
石
塔

⑳⑳⑳⑳⑫⑳⑲

⑳

⑳

⑳

⑳
⑳

⑳ ⑬

⑰

⑯

⑮

3．65

2．02

2．15 歴
代
祖
師
宗

3．07

62 ~塔 14）

｜
⑬
一
一
⑫
｜
｜
⑪
｜
⑩
｜
⑨
’
一
⑧
｜
｜
⑦
一
⑥
｜
｜
⑤
｜
｜
④
③
②
一
一

｜
⑬
⑭
⑮
⑯
｜
｜
⑰
⑱
一
一
⑲
⑳
⑪
⑫
｜
’

4.73

6．13

7．68

繭

－

⑭
⑮

⑫

⑬

⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
③

1 ．10

＝＝＝＝＝＝

に
存
し
て
い
る
。
本
阿
弥
家
は
足
利
御
代
以
来
の
禁
裏
と
の
結
び
つ
き
を
配
慮
し

「
殊
に
先
祖
代
々
墓
地
も
王
城
に
あ
り
、
是
を
自
然
江
戸
御
表
へ
引
越
て
は
、
麓

末
に
な
る
べ
し
、
是
非
引
越
被
仰
付
候
は
嵐
、
嫡
家
は
御
断
申
、
別
家
の
衆
一
両

（

７

）

人
引
越
可
被
申
哉
」
と
し
て
い
る
。
嫡
家
は
洛
中
本
法
寺
に
墓
所
を
設
け
る
こ
と

が
相
応
し
い
と
理
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

調
査
を
行
っ
た
本
法
寺
墓
地
の
概
要
は
前
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
墓
地
中
央
中
心
部

に
位
置
す
る
歴
代
祖
師
塔
を
中
心
に
そ
れ
を
囲
繧
す
る
形
で
本
阿
弥
家
歴
代
の
墓

石
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
る
（
図
１
．
２
）
・
本
法
寺
は
日
親
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
中
近
世
移
行
期
に
あ
っ
て
は
当
該
期
の
復
興
に

“

⑮

⑯

⑰

⑱

⑳

(’

/、
⑲

単位、

番号は表1蟇名No

図2歴代祖師を囲繧する石塔

』
一

一
~

一
一

’

45．05

雲
3 2．2527．80

図2部分

一
空85

単位、

図1 本法寺寺域内墓地の概要
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重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
日
通
の
位
置
も
重
く
、
歴
代
祖
師
塔
の
中
央
に
位
置
し

て
い
る
の
は
日
蓮
、
日
親
、
日
常
の
石
造
小
型
多
宝
塔
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
中
心

と
し
て
そ
れ
を
囲
繧
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
本
阿
弥
家
供
養
塔
は
寺
院
と
有
力

檀
家
の
関
係
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
法
名
を
子

（

８

）

細
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
該
当
す
る
石
塔
の
詳
細
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
歴
代
祖

師
塔
を
囲
繧
す
る
石
塔
は
、
全
体
で
は
六
○
基
が
検
出
で
き
る
。
無
縁
化
し
た
墓

（

９

）

所
を
整
備
し
、
近
年
新
た
に
墓
石
が
建
立
さ
れ
て
い
る
区
画
も
あ
る
た
め
、
~
実
際

に
近
世
ま
で
に
造
立
さ
れ
た
墓
石
は
四
五
基
ほ
ど
で
、
こ
の
う
ち
、
有
効
な
紀
年

銘
を
有
す
る
も
の
が
四
○
基
ほ
ど
。
本
阿
弥
家
と
の
関
係
を
明
確
に
有
す
る
も
の

は
手
前
両
側
に
位
置
す
る
十
数
基
で
あ
る
。
特
に
左
手
に
は
古
様
を
示
す
石
塔
類

が
集
積
さ
れ
て
い
る
区
画
が
あ
り
（
写
真
１
）
、
他
の
檀
家
と
比
し
て
も
特
別
な

位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
古
様
を
示
す
石
塔
類
は
、
具
体
的
に
は
一
石

五
輪
塔
、
屋
根
と
基
壇
を
別
材
か
ら
成
形
す
る
箱
型
石
塔
で
あ
り
、
先
に
報
告
し

た
本
法
寺
無
縁
墓
石
群
の
中
に
も
多
く
見
ら
れ
た
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
無
縁
墓
石

群
は
、
数
次
に
わ
た
る
改
葬
を
経
て
今
日
の
姿
に
な
っ
て
お
り
、
本
阿
弥
家
の
族

（

岨

）

葉
に
連
な
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
捨

象
し
て
お
く
。

そ
こ
で
、
本
阿
弥
家
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
石
塔
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

表
１
Ｍ
１
は
日
蓮
を
中
心
に
釈
迦
如
来
・
多
寶
如
来
の
三
尊
形
式
を
と
り
、
｜
族

で
は
光
悦
を
戴
い
て
光
瑳
日
喜
、
妙
山
日
欣
の
供
養
塔
と
す
る
。
左
右
に
記
さ
れ

た
紀
年
銘
は
「
（
右
）
□
口
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
八
）
丁
丑
十
月
五
日
」
「
（
左
）

□
口
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
甲
午
十
月
十
二
日
」
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
没

写真1 図2No.⑮～⑳
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表
1

備
考

天
線
｜
側
枠
総
高
空

｜
風

火
水

｜
地

｜
幅

奥
行

｜
銘
文

N
O
.
形
状

(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
大
士
光
悦
日
豫
／
南
無
多
宝
如
来
／
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
／
清
心
院
光
瑳
日
喜
／
善
澄
院
妙

山
日
欣

（
右
）
□
口
寛
永
十
四
年
丁
丑
十
月
五
日

（
左
）
□
口
承
応
三
年
甲
午
十
月
十
二
日

板
碑
型

有
4
4
-
4
7

2
5
-
2
7

1
4
5

1

(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
本
阿
弥
家
同
苗
親
族
諸
霊
墓

（
正
面
台
座
）
本
阿
弥
七
□
□
／
同
半
□
□
／
同
□
□
／
同

□
□
／
同
□
□
／
同
四
□
□
／
同
市
□
□
／
同
庄
兵
□
／
同
市
左
衛
□
／
同
萬
吉
／
同
若
三
郎

（
右
）
元
祖
妙
本
大
居

士
就
四
百
五
十
遠
忌
建
之

（
左
）
雑
時
享
和
二
年
壬
戌
四
月
三
日

方
柱
型

鉦
q
l
噂
I

3
1

2
1
1
1

“常
寒趣
了意
彫妙
酎／
／酎 融冒

日循 圓ｔ
妙ｊ
鐸姻辨

刎蝿身

／／幻

俊意／

得錘蝿

鑑意／

／徐鑛

謡辨彰

宗／□

睦罐翫

宗／守

／栄／

俊春覚

行／妙

圓雲／

鋤癖唖

叩喜円

頴蹄穂

／毒”

法／／

妙永慶

ｊ宗妙

面／／

唾玄徳
台
座
一
具

有
箱
形

5
2
,
5

2
0

8
5

３

(正
面
）
妙
法
／
実
相
院
常
倫
日
住
釈
慈
周
信
□
／
慶
道
院
常
祐
日
富
／
幸
力
壽
院
妙
祐
日
福
／
幸
善
院
常
永
日
慶
／
永
壽

院
妙
宗
日
圓
／
信
了
院
妙
道
力
／
圓
月
院
常
光
日
照
／
修
得
院
妙
蓮
日
経
／
常
信
院
慈
道
霊
位
／
信
妙
院
了
悟
日
具

台
座
一
具

方
柱
型

有
2
1

3
6

8
3

4

古不
／妙了

清／／

妙□□

／□□

力／／

永□□

宗妙玄

／／／

意口了

鋤徐鈎

加鋸橲

／／／

》》碓

鋤吟獅

力妙圓

認／／

／玲鏥

出宗／

徳海釦婚

／妙／／

釦／是呑

／蠅鋤鋤

癖群蝉辨

華捺娠諒

蓮圓／／

法妙賢久

鋤形鋤徐

南米正作

ｊ宗妙妙

面／／／

征祐思意

板
碑
型

有
4
3
-
4
5

2
3
-
2
4

5
1
5
0

(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
南
無
多
寶
如
来
／
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
／
宣
林
坊
日
道
大
徳
／
見
道
院
正
恵
日
悟
／
恵
雲
院
光

龍
日
澤
／
究
章
院
妙
口
日
意
／
光
林
／
妙
讃
／
法
是
／
了
蓮
院
妙
紹
日
継
／
誠
庵
院
妙
壽
日
貞
力
／
正
了
院
妙
源
力
日

證
／
役
心
院
齋
光
理
日
勒
／
元
日
力
院
妙
貞
日
利
／
意
心
齋
光
於
力
日
壽
／
真
壽
院
妙
柏
力
日
諦

有
板
碑
型

2
7
-
2
9

4
3
-
4
6

６
1
4
8

新
(省
略

(
r
n
)

平
成
元
年
九
月
吉
祥
日
）

方
柱
型

方
柱
型

無一有

部一四

率一応

７’８

“｜加
清
室
了
閑
／
清
月
妙
領
／
幻
秋
／
妙
姓
／
利
玉
／
教
雲
／
了
榮
／
妙
閖
／
榮
壽

（
左
）
中
路
氏
（
家
紋
）

(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
南
無
多
寶
如
来
／
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
／
延
融
院
妙
達
日
真
霊
／
了
光
院
妙
佐
日
法
／
覚
心
院

妙
珠
日
了
／
延
宝
五
丁
巳
年
／
宗
融
／
壽
清
／
十
月
廿
六
日
／
妙
心
／
妙
故

有
箱
形

4
5
,
5

2
8

9
1
1
5

44-45
126-29

1
(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
壽
國
院
光
怡
日
俊
霊
／
了
是
院
妙
法
日
讃
尼

有
’
136

1
0
1
板
碑
型

｜寺’
(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
南
無
多
寶
如
来
／
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
／
玄
親
院
光
昧
日
賞
／
賞
玄
院
妙
春
日
永
／
本
性
院
光

伯
日
晴
力
／
現
修
院
妙
伯
日
照

(
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
/
n
n
n
D
/
n
n
n
n

板
碑
型

有
1
3
9
.
5

4
4
-
4
6

2
1
.
5
-
2
4
.
5

1
1

有
’
91

1
2
1
箱
形

3
6

1
2
1

祖
母
妙
圓
禅
定
尼
／
雲
澤
宗
林
禅
定
内
／
悲
母
妙
蓮
禅
定
尼
／
琳
光
院
凉
屋
宗
怡
居
士
／
壽
性
院
妙
怡
日
晋
／
妙
壽
信

尼
／
妙
経
信
尼
／
妙
源
信
尼
／
妙
玖
信
尼
／
受
信
院
妙
ｲﾆ日
性
／
寶
臺
院
妙
蓮
日
乗
／
蓮
乗
院
貞
勝
日
意

箱
形

有
4
9
.
5

26．
5

1
3

1
1
9

(正
面
）
開
院
／
玉
樹
院
日
求
／
日
達
聖
人
／
顕
往
院
日
泉
／
玉
樹
院
日
顕
／
日
縁
聖
人
／
日
恵
聖
人

廣
／
泰
寿
日
洲

(左
）
亮
長
日

箱
型

有
7
6

3
9
.
5

2
1

1
4

22
1
(正
面
）
開
院
法
昌
院
／
日
祷
／
日
説
／
日
経
／
日
弘
／
日
安
／
日
珠
／
日
清
／
日
利
／
日
東
／
日
光
／
日
創

21.5
1
（
省
略
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
吉
祥
日
）

(
省
略
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
吉
祥
日
）

潟
+鑿
璽

有鉦
繩部

幽艶
新一一一新新一新一新

(正
面
）
先
祖
代
々
墓
／
信
浄
庵
宗
達
日
法
信
士
／
釈
貞
庵
宗
春
妙
達
信
女
／
日
相
信
士
／
日
覚
信
女

年
三
月
再
建
／
藤
本
氏

(右
）
明
治
廿
五

方
柱
型

無
2
6

2
6

1
7

6
5

(正
面
）
當
院
／
開
基
／
本
養
院
日
壽
／
日
祥
／
日
誠
／
日
精
／
日
助
／
日
礼
／
日
慶
／
日
禅
／
日
迅
／
日
幸
／
日
歓

方
柱
型

方
柱
型

方
柱
型

方
柱
型

方
柱
型

方
柱
型

有一無一無無一無無

羽一郡一睡那一乖郡一部

伯一部睡一誰一罪班一邪

旧一ね一釦一四一型記一割謁一記

訂

堅壁虹里弱望弱至鞘煙

(省
略
）

(省
略
）

(省
略
）

(省
略
）

(省
略
）

(省
略
）

(省
略
）

(省
略
）

(正
面
)妙
法
蓮
華
経
／
圓
性
院
宗
理
日
覚
／
自
得
院
妙
寶
日
聚
力
（
左
)宝
永
元
甲
申
年
宗
覚
(右
)妙
徳
／
六
月
二
十
八
日

新一新一新一新

方
柱
型

五
輪
塔

鉦へ鉦州

５
１

２
５

１
２

５
７７

２２

５
４５

１２

７８

１２

６８

１４

１１

方
柱
型

五
輪
塔

笠へ鉦小

(正
面
）
教
行
院
日
禅
聖
人
／
代
之
ﾏﾏ／
先
師
／
本
秀
院
日
教
力
／
顕
義
院
日
禅
／
大
運
院
（
下
部
欠
）

（
左
）
西
陣
燈

明
寺
／
大
坂
妙
寿
寺
／
左
界
本
光
寺

（
右
）
大
安
政
八
庚
戌
六
月
十
三
日
／
口
天
明
五
乙
巳
歳
正
（
下
部
欠
）
／
何
口
本

了
辛
口
十
三
（
下
部
欠
）
／
有
口
妙
光
寺
十
五

’
方
柱
型

有
2
5
.
5

1
6

2
8

6
5

(正
面
）
本
秀
院
日
教
力
（
下
部
欠
）
／
顕
義
院
日
禅
（
下
部
欠
）
／
大
運
院
（
下
部
欠
）
／

（
左
）
西
陣
燈
明
寺
／

大
坂
妙
寿
寺
／
左
海
本
光
寺

（
右
）
大
安
政
八
庚
戌
六
月
十
三
日
／
口
天
明
五
乙
巳
歳
正
（
下
部
欠
）
／
何
口
本
了

辛
十
二
力
／
有
、
妙
光
寺
十
五
（
下
部
欠
）

方
柱
型

有
2
9

5
6

2
1

n
4

色
I



(正
面
）
妙
蔵
院
／
開
基
日
堯
／
二
祖
日
陸
／
三
祖
日
要
／
四
祖
日
如
／
五
祖
日
能
／
六
祖
日
里
／
七
祖
日
逗
／
八
祖
日

晴
／
九
祖
日
然
／
＋
祖
日
具
／
十
一
祖
日
実
／
十
二
祖
日
達
／
十
三
祖
日
誠
／
十
四
祖
日
祖
／
十
五
祖
日
建
／
十
六
祖
日

皐
（
右
）
天
保
十
四
卯
十
月

（
左
）
恵
雲
日
籠
建
、

方
柱
型

無
3
0

5
9

2
6

2
3

無
6
3

(
E
E
)
信
本
院
日
奉
聖
人

（
後
）
天
明
元
年
辛
丑
／
初
秋
十
二
日
化

方
柱
型

2
6

1
2
5

訓

甫九

／妙妙自木

源／／／八

轍善喜庵主

年々億種轆

有流寳華起

／妙宗春／

綜／／／日

叫舜》》誰

日重喜春月

／妙妙利卯

力／／／年

驍清雲喜未

／紅鋤“釘

帳辨鱈謹趣

”和琴シ雲

逓紅循伝霜

妙誌極叩畦

／／／／後

雲塞纒詫く

／／１１福

流口右左常

宗□１１／

》諦媚澪鐙

／／／／休

経観凉室妙

華幽清花／

蓮／／／謁

法因賢林力力

鋤捺徐捺諾誌

南濤月春心尉

面纒紅鈎鋤諦鯛 征口意把休左Ｉ

有
方
柱
型

4
5
.
5

3
2

1
1
7

4
3
.
5

3
3
1
方
柱
型

無
’
64

新
こ
o

l
2
6

n
ハ

(
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
六
親
巻
属
法
界
萬
霊
／
宗
心
／
妙
心
／
常
意
／
妙
意
／
妙
保
／
妙
霜
／
蓮
住
／
立
夢
／
閑

齋
／
妙
清
／
宗
源
／
妙
源
／
冬
月
口
妙
理
日
圓
（
追
刻
力
）
／
貞
治
口
妙
恵
日
敬
（
追
刻
力
）

（
右
）
貞
享
二
乙
丑
年

八
月
七
日

（
左
）
－
（
家
紋
）

方
柱
型

有
□
は
削
取

7
2
.
5

3
4

2
7
.
5

1
5

(正
面
）
妙
法
／
覚
信
口
宗
法
日
華
／
覚
了
口
妙
信
日
敬
／
覚
圓
口
宗
修
日
榮
／
信
得
庵
宗
受
日
喜
／
情
存
院
妙
身
信
女
／

遠
光
妙
真
／
寿
量
院
妙
持
日
圓
／
清
心
妙
行

（
左
）
－
（
花
押
）

方
柱
型

有
□
は
削
取

3
5

7
1
.
5

3
0

1
8

(
正
面
）
妙
法
／
観
月
□
口
宗
道
／
妙
温
D
D
信
女
／
覚
受
口
宗
圓
日
見
／
覚
法
口
妙
圓
日
理
／
覚
詮
口
妙
悟
日
喜

（
左
）

青
木
氏

方
柱
型

有
□
は
削
取

7
1
.
5

3
0

3
6

1
9

方
柱
型

方
柱
型

無一無有一有一有一有

有

24.5
（
省
略
平
成
十
年
七
月
再
建
）

21.5
（
省
略
平
成
六
年
七
月
再
建
）

(
省
略
平
成
六
年
七
月
再
建
）

新新

諏調

班一卸

率一罪

(正
面
）
開
基
十
乗
院
日
能
／
日
久
／
隆
遠
院
日
元
／
日
就
／
日
長
／
日
観
聖
人
／
日
遠
／
日
清
／
日
正
聖
人

遠
院
日
元
睦
寸

(左
）
隆

方
柱
型

8
2
.
5

3
3

2
1

3
9

板
碑
型

板
碑
型

板
碑
型

(正
面
）
（
上
部
欠
）
法
蓮
華
経
／
法
清
日
理
／
妙
理
日
真

杣一闘一蝿

椙旧一幅

鮨妬－６

岫鯏一姪

(
E
E
)

~(下
面
）

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
空
中
齋
光
甫
日
諦
／
信
解
院
妙
了
日
達

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
妙
壽
日
量
／
妙
勝
尼

(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
南
無
多
寶
如
来
／
南
無
釈
迦
如
来
／
口
光
院
妙
珠
日
得
／
春
猷
院
光
珠
日
圓
力
／
称
真
院
妙

永
日
住
／
在
遠
院
妙
詮
日
億
／
了
性
院
光
碩
日
利
／
照
見
院
光
口
日
恵
／
遣
洞
院
妙
習
力
日
證
／
宗
智
／
妙
善
／
妙
具
／

妙
隆
／
妙
賢
／
妙
壽
／
日
近
／
日
聖

板
碑
型

有
有

lLOl

1
4
5

4
8
-
5
2
.
5

4
3

2
6
-
3
0

(
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
為
本
阿
弥
家
／
代
々
精
霊
／
菩
提
／
本
阿
弥
七
霊
／
口
清
衛
門
忠
正

（
右
）
文
久
三
癸
亥

年
十
一
月
三
日
建
之

無
石
塔

4
4

2
0
8

17．
5

14．
5

(正
面
）
善
行
院
光
圓
日
具
霊
／
観
心
院
妙
圓
日
成
霊

（
右
）
延
宝
四
丙
辰
年
十
二
月
二
萱

（
左
）
延
宝
元
辛
丑
年
五

月
三
糞

霊
方
柱
型

5
1

4
5

2
1

2
1

(
正
面
）
妙
法
蓮
華
経
／
観
勝
院
日
義
上
人
／
蓮
池
院
妙
泉
日
乗
／
恵
照
院
光
澄
日
登

（
右
）
承
応
二
年
十
二
月
二
十
七

日
（
左
）
元
禄
十
五
年
十
二
月
三
十
日

無
－
石
五
輪

4
6

6
9

11
6

10．
5

1
1
．
5

3
1

有
4
7
1
箱
型

23
1
10

1
(正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
悲
母
妙
蓮
力
霊
／
寛
永
三
□
口
年
／
三
月
廿
日

q
7
V
~
‘

(
正
面
）
本
阿
弥
元
祖
／
常
観
院
殿
妙
本
日
忠
大
居
士
／
高
祇
院
殿
妙
祐
日
恕
大
姉

（
左
）
嘉
永
五
子
年
五
百
遠
忌
瑚
之

静
謹
立

方
柱
型

有
4
8

戸
n

o
色

2
6

1
7

(
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
常
住
院
光
温
日
良
霊
／
寛
文
七
年
丁
未
五
月
二
日
／
慈
性
院
妙
温
日
永
尼
／
延
宝
六
年
正
月

十
五
日

有
箱
型

q
Q
V
V

2
6

4
9

1
2

身身

塔輪塔輪

婆五婆五型

塔石塔石碑型

笠一笠一板箱

０１２３４５

５５５５５５

有一無一有無一有有一有一有

有

画画一画一一画

本
阿
弥
中
興
初
祖
澄
口
院
本
光
日
瑞
／
沙
□

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
恵
命
院
妙
常
日
口
霊

（
右
）
正
保
二
乙
口
稔
□
□
／
□
□

（
左
）
七
月
七
日

本
阿
彌
鼻
祖
／
常
親
院
妙
本
日
忠
／
妙
祐
日
恕

（
右
）
文
和
二
癸
巳
年

（
左
）
四
月
三
日

詑一的一記一睡一僻一期

５
２４

１１

５５

１１

５
０

３
５

２
１

1
0

亜一５

1
1

7．
5

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
法
界
／
妙
受
院
光
誉
日
格
／
了
光
院
妙
誉
力
日
行
／
廣
蓮
院
長
院
日
啓
（
追
刻
力
）

８
２５

~~

６２

２１

５
５

４５
~~

４７

４２
(正
面
）

(正
面
）

九
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
慈
父
光
意
／
悲
母
妙
意
霊
位
／
慶
長
四
己
亥
／
七
月
五
日

南
無
妙
法
蓮
華
経
／
圓
照
院
光
作
日
恵
／
寛
永
十
一
稔
四
月
口
日
／
守
玄
院
妙
作
院
日
遊
力
／
寛
永
十
九
棯
七
月

箱
型

5
6

3
9
.
5

2
8

1
6

5
7
1
箱
型

27.5
15

1
（
正
面
）
妙
法
／
栄
壽
法
光
日
玉
／
栄
成
院
光
成
日
昌
／
玄
理
院
妙
究
日
尚
力

4
0

(
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
／
生
々
世
々
悉
所
六
親
春
属
法
界
等
／
祖
母
妙
隆
霊
／
弘
治
三
年
／
五
月
廿
三
日
／
祖
父
惣
政

霊
／
天
文
廿
三
／
六
月
廿
二
日
／
弘
妙
□
／
伯
父
法
政
／
十
月
十
八
日
／
妙
口
昌
成
／
福
善
／
妙
珍
／
惣
蓮
／
□
□
／
妙

常
／
妙
永
力
／
妙
同
力
／
妙
幻
／
法
珍
／
妙
和
力
／
妙
法
／
妙
常
逆
修

箱
型

有
5
8

4
2
.
5

2
7
.
5
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5

鉦へ｜錘へ

方
柱
型

方
柱
型

新一新

配一例

弱一印

準一非

準一坤
(
省
略
法
眼
長
谷
川
等
伯
之
墓
）

*
墓
石
通
番
は
合
祀
さ
れ
た
墓
石
群
の
排
列
を
反
映
し
て
い
る
（
図
－
1
右
→
左
、
前
→
奥
)
。

*
銘
文
、
法
名
は
様
々
に
排
列
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
合
理
的
と
思
わ
れ
る
順
序
で
翻
刻
し
た
。
旧
字
、
異
体
字
は
－
部
現
代
の
用
字
に
改
め
て
あ
る
。



恥
２
は
「
本
阿
弥
家
同
苗
親
族
諸
霊
墓
」
と
さ
れ
、
台
座
下
部
に
多
数
の
俗
名

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
左
右
に
は
「
（
右
）
元
祖
妙
本
大
居
士
就
四
百
五
十
遠
忌
建

之
」
「
（
左
）
維
時
享
和
二
年
壬
戌
四
月
三
日
」
と
あ
る
か
ら
「
元
祖
」
妙
本
の
遠

忌
に
際
し
て
一
族
で
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
に
建
立
し
た
も
の
と
察
す
る
。
俗

（

吃

）

名
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
一
族
の
結
束
を
石
塔
の
造
立
に
求

め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
恥
嶋
に
も
み
ら
れ
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

に
「
五
百
遠
忌
剛
」
と
し
て
同
じ
く
「
（
正
面
）
本
阿
弥
元
祖
」
常
観
院
殿
妙
本

日
忠
大
居
士
」
の
供
養
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

脆
弱
に
は
「
（
右
）
文
和
二
癸
巳
年
」
「
（
左
）
四
月
三
日
」
と
あ
り
、
当
時

二
三
五
三
）
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
様
式
か
ら
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
銘
文
は

「
（
正
面
）
本
阿
弥
鼻
祖
常
親
院
妙
本
日
忠
」
妙
祐
日
恕
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

恥
別
は
「
慶
長
四
（
一
五
九
九
）
己
亥
七
月
五
日
」
に
造
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

「
（
正
面
）
本
阿
弥
尊
祖
霊
ヵ
」
口
親
院
妙
本
日
忠
」
妙
祐
日
恕
」
と
し
た
の
ち
に

「
（
正
面
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
慈
父
光
意
」
悲
母
妙
意
霊
位
」
と
す
る
。
近
世
後

期
に
は
近
世
前
期
に
見
ら
れ
た
「
元
祖
」
に
立
ち
返
る
志
向
性
が
再
び
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
恥
鎚
で
は
祖
母
（
弘
治
三
年
）
、
祖
父
（
天
文
廿
三
年
）
を
供
養

す
る
。
地
卵
で
は
中
興
初
祖
と
し
て
「
本
光
日
瑞
」
が
供
養
さ
れ
て
い
る
が
、
本

光
は
本
法
寺
の
開
山
で
あ
る
日
親
と
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
り
、
中
興
と
は
洛
中

に
お
け
る
事
実
上
の
元
祖
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
阿

弥
家
の
石
塔
造
立
に
は
「
元
祖
」
「
同
苗
」
と
い
っ
た
意
識
が
み
ら
れ
、
「
中
興
」

年
と
考
え
ら
れ
、
造
立
の
主
体
は
宗
家
を
継
い
だ
光
甫
と
考
え
ら
れ
る
。
花
崗
岩

に
よ
る
巨
大
な
板
碑
型
供
養
塔
で
あ
り
、
光
瑳
、
妙
山
夫
婦
の
一
族
内
で
の
重
要

（

ｕ

）

性
を
知
ら
し
め
て
い
る
。

石
塔
造
立
に
見
ら
れ
た
本
阿
弥
一
族
の
信
仰
の
あ
り
か
た
は
、
一
族
と
寺
院
と

の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
こ
と
が
日
蓮
宗
寺
院
内
部
で
の
立
場

に
ど
う
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
本
阿
弥
家
の
信
仰
を
検
証

し
て
み
た
い
。

石
塔
造
立
期
に
い
た
る
以
前
の
本
阿
弥
の
系
譜
は
、
す
で
に
様
々
な
考
証
が
加

（

蝿

）

え
ら
れ
て
お
り
、
現
存
史
料
か
ら
の
推
測
は
大
凡
見
解
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
祖
妙
本
（
妙
本
阿
弥
、
菅
原
氏
、
松
田
姓
）
は
相
州
鎌

倉
住
で
刀
剣
の
鑑
定
を
業
と
し
て
い
た
が
、
足
利
尊
氏
に
請
わ
れ
て
京
都
に
到
り

（

皿

）

文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
に
没
し
て
い
る
。
足
利
氏
と
の
関
わ
り
を
強
調
し
、
阿

弥
号
を
付
す
こ
と
で
御
物
の
鑑
定
を
業
と
す
る
同
朋
と
の
関
わ
り
を
予
想
さ
せ
て

（

巧

）

い
る
が
、
鎌
倉
に
住
す
る
こ
と
自
体
、
前
政
権
と
の
関
わ
り
を
否
定
で
き
ず
、
一

方
で
は
先
述
の
よ
う
に
、
禁
裏
と
の
由
緒
を
重
ん
じ
る
と
い
う
一
貫
性
の
な
さ
を

系
譜
は
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
社
会
的
変
革
期
に
仕
官
を
有
利

（

略

）

に
進
め
る
べ
く
由
緒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

洛
中
本
法
寺
と
の
関
わ
り
は
六
代
本
光
（
本
阿
弥
清
信
、
松
田
右
衛
門
三
郎
、

妙
壽
養
子
、
天
文
三
年
没
）
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
足
利
義
教
よ
り

勘
気
を
蒙
り
、
獄
中
で
日
親
と
避
遁
し
た
こ
と
で
入
道
し
て
法
名
を
授
か
っ
た
と

（

Ⅳ

）

す
る
。
光
悦
は
こ
れ
に
連
な
る
者
と
さ
れ
、
「
本
阿
弥
行
状
記
』
も
光
悦
母
妙
秀

を
大
い
に
顕
彰
す
る
と
こ
ろ
よ
り
始
ま
る
も
の
の
そ
れ
以
前
の
系
譜
に
つ
い
て
は

暖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。

「
遠
忌
」
に
よ
る
一
族
の
結
束
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
本
阿
弥
家
と
本
法
寺

－6－



表2 「諸寺勧進帳」中の本阿弥氏て
お
り
「
本
阿
弥
」
は
「
本
」
と
略
し
て
記
録
さ
れ
る
（
表
２
）
・

こ
の
史
料
は
、
本
阿
弥
一
族
の
日
蓮
教
団
に
対
す
る
帰
依
と
集
住
を
裏
付
け
て

い
る
早
い
時
期
の
事
例
だ
が
、
こ
れ
に
若
干
下
る
史
料
に
は
「
本
法
寺
文
書
」
と

（

四

）

し
て
知
ら
れ
て
い
る
文
書
群
中
に
「
妙
法
堂
過
去
帳
」
が
あ
る
。
過
去
帳
に
は
本

阿
弥
家
の
人
々
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
中
近
世
移
行
期
の
本
阿
弥
一
族
を

知
る
こ
と
の
出
来
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
日
忌
を
記
す
過
去
帳
の
体
裁

を
と
っ
て
お
り
、
功
徳
院
日
通
自
筆
本
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
料
紙
を
横
に
五

段
に
界
線
で
区
切
る
が
、
最
上
段
は
宗
門
内
歴
代
祖
師
と
有
力
者
、
第
二
段
は
本

法
寺
関
係
の
塔
頭
歴
代
、
第
三
段
に
有
力
檀
徒
と
し
て
本
阿
弥
等
の
人
々
が
列
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
阿
弥
一
族
に
つ
い
て
表
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
３

で
あ
る
。

表
３
か
ら
は
文
禄
、
慶
長
期
を
中
心
に
一
族
内
部
で
の
教
団
へ
の
帰
依
の
程
度

が
伺
わ
れ
る
が
、
す
で
に
当
該
期
に
お
い
て
宗
門
内
に
多
く
の
親
族
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
判
る
。
「
諸
寺
勧
進
帳
」
に
み
え
る
俗
名
が
法
名
と
ど
の
よ
う
に
一
致

確
度
の
高
い
史
料
が
現
れ
る
の
は
妙
秀
、
光

悦
の
活
躍
す
る
中
近
世
移
行
期
か
ら
で
あ
り
、

洛
中
十
六
本
山
の
廻
文
書
で
あ
っ
た
十
六
本
山

会
合
用
の
文
書
類
に
は
中
小
川
に
住
す
る
本
阿

（

肥

）

弥
一
族
が
み
え
て
い
る
。
天
正
四
年
に
行
わ
れ

た
洛
中
勧
進
に
か
か
わ
る
出
銭
の
史
料
で
あ
る

「
諸
寺
勧
進
帳
」
に
よ
れ
ば
、
本
法
寺
の
旦
那

と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
六
名
の
者
が
み
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
同
一
町
「
中
小
川
」
に
居
住
し

と
略
し
て
記
録
さ
れ
る
（
表
２
）
。

表3 「妙法堂過去帳」にみる本阿弥氏一門 （表記は原史料のまま。 ＊は異筆）

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

日
二
二
二
三
三
三
四
四
五
五
七

己
心 記事1 （法名等）

本阿弥光温常住院日良

本阿弥光意日仙六十五

本阿弥光心

本阿先祖妙本

本阿弥先祖本妙

本阿弥祐徳父光与四十才

本阿弥祝以四十二

本阿弥祐徳日仙

記事2 （没年等）

寛文七五月＊

慶長九辰八月

永禄二未二月

文安二年

丑八月

天正十六戊子五月慶長十九辰十七年

元和六三月＊

元和四七月＊

(慶長四年力）亥七月

光悦老母妙秀院日量

本光意内妙意

本光佐息女妙縁

本阿弥光壽日如

(慶長六年力）丑八月

慶長十丙午正月岨
壺
雨

本阿弥光味

本阿妙性九十八歳

慶長十九九月

文禄五申卯月

九月
＊

本阿弥光刹六十四歳

本阿弥光碩日利

八日

九日

九日

十日

本阿弥光伯日晴

光淳内妙敬舟三才

＊

慶長十乙巳卯月

十月十一日

十一日

十一日

十四日

本光因妻如亥怡日慶

本新五郎徳意

妙味尼光味内

本阿弥本光甲

本阿光淳息女妙祇

光淳老母妙要

慶長十一丙午七月

慶長十丙午九月＊

午二月

慶長四十二月十六日

十八日

十九日

二十一日

二十五日

二十五日

二十六日

二十七日

二十七日

正月＊

本又九郎子法種四歳

本光徳内方正信院妙光日経六十二歳

本阿弥光益日悦

本光室妻妙室日近

本光的内浄光院妙春日清

本阿弥光二日壽

本阿弥光政六十三逝

慶長七寅十二月

元和三七月

延宝完二H年十二月＊

慶長八癸卯十二月八十二

文禄四未乙二月

二十七日

二十七日

二十八日

二十八日

二十八日

三十日

本阿光圓四十才

光悦息女藤左内妙法

本阿光祝帰斎父

慶長四亥卯月

元和七霜月

九月

天正十一未七月汁三年過也妙法ノヲハ

御兵本又左弟日与七才

本阿弥光徳老母妙祐

九月

七月

－7－

檀那名

本三郎

本新九郎

本弥四郎

本光仁

本孫左内

本光意

本寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

本法寺

勧進額

金一匁

500

500

500

300

300

住居

中小川

中小川

中小川

中小川

中小川

中小川



す
る
か
は
判
然
と
し
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
時
系
列
的
比
較
は
出
来
な
い
が
、

「
妙
秀
」
や
「
光
悦
」
を
宗
家
と
し
て
分
流
し
て
ゆ
く
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

す
で
に
多
く
の
一
門
を
擁
し
て
い
た
本
阿
弥
家
が
一
時
収
赦
し
、
近
世
期
に
再
び

拡
散
し
た
と
考
え
得
る
。
本
法
寺
の
石
塔
に
み
え
る
「
元
祖
」
「
同
苗
」
と
い
っ

た
志
向
性
は
そ
の
産
物
で
あ
り
、
「
過
去
帳
」
後
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
と
い
え

よ
う
（
写
真
２
．
３
参
照
）
・

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
過
去
帳
の
記
述
や
、
石
塔
の
造
立
は
本
阿
弥
一
族
の
内
部

で
は
ど
の
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
本
阿
弥
行
状
記
」
（
上
巻
、

第
二
話
）
に
は
、
仏
事
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
話
を
所
収
し
て

い
る
。
「
親
死
て
後
、
富
貴
の
身
と
し
て
是
ぞ
と
い
ふ
程
の
仏
事
を
も
な
さ
ず
、

一
生
の
恩
を
忘
れ
て
、
そ
の
忌
日
ば
か
り
に
、
さ
せ
る
聞
え
も
な
き
僧
只
一
人
二

人
請
じ
て
弔
ひ
申
分
は
不
足
な
り
、
み
ず
か
ら
香
華
を
供
養
し
、
態
惑
に
給
仕
を

も
す
べ
し
」
。
自
明
の
こ
と
と
し
て
、
日
蓮
教
団
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は

記
さ
れ
な
い
が
、
一
族
供
養
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
第
五
三
話

（
上
巻
）
に
は
「
妙
秀
の
子
孫
百
人
に
及
び
け
る
が
、
廣
き
屋
敷
を
も
た
ざ
る
も

の
な
し
（
中
略
）
孫
彦
の
出
家
は
本
寺
ノ
ー
の
ぬ
し
と
な
り
、
数
百
所
の
末
寺
末

山
を
領
し
、
程
な
く
退
き
て
は
静
か
な
る
山
林
を
住
家
と
す
る
も
あ
り
」
と
し
、

一
族
内
か
ら
出
た
出
家
者
は
本
寺
に
入
り
、
寺
領
を
管
理
し
つ
つ
隠
遁
生
活
を
す

る
者
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
多
数
の
族
葉
が
僧
俗
潭
然
一
体
と
し
な
が
ら
一
族
の

結
束
を
図
り
、
イ
エ
の
保
全
を
図
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。

「
諸
寺
勧
進
帳
」
「
妙
法
堂
過
去
帳
」
「
本
法
寺
石
塔
」
は
、
そ
の
意
味
で
中
近

世
移
行
期
の
本
阿
弥
家
の
在
り
よ
う
を
時
系
列
的
に
示
す
異
種
の
史
（
資
）
料
と

考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
こ
で
本
阿
弥
家
の
家
職
に
つ
い
て
若
干
の
再
考
を
加
え
て
み
る
。
従
来
そ
の

家
職
は
、
中
興
時
の
宗
家
と
も
い
え
る
本
阿
弥
光
悦
の
事
績
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
刀

剣
の
目
利
、
研
磨
、
拭
い
の
三
業
が
中
心
と
さ
れ
、
家
産
を
背
景
に
書
や
工
芸
と

い
っ
た
今
日
的
に
見
れ
ば
〃
芸
術
的
″
技
能
を
発
揮
し
た
家
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
妙
顕
寺
文
書
の
巻
子
装
軸
木
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
軸
口
表
紙

本
阿
弥
次
郎
三
郎
殿
細
工
宗
二
」
元
和
八
壬
戌
稔
霜
月
吉
日
（
花
押
ど
の
墨

（

鋤

）

書
名
や
、
十
六
本
山
の
会
合
書
類
に
含
ま
れ
て
い
る
証
文
な
ど
か
ら
は
、
よ
り
多

彩
な
本
阿
弥
一
族
の
家
職
が
推
し
量
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
者
で
は
妙
顕
寺
に
伝
来
し
た
重
書
類
に
た
い
す
る
表
具
に
関
与
が
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
本
法
寺
の
檀
那
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
宗
門
内
で
の
装
演
に

関
与
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
者
で
は
宗
門
間
の
経
済
行
為
に
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
「
諸
寺
支
配
帳
」
と
題
さ
れ
た
冊
子
に
貼
込
め
ら
れ
た
請
取
反
故
が
あ

り
「
さ
か
い
よ
り
か
わ
し
ひ
た
拾
五
」
貫
文
う
け
取
申
候
也
」
四
月
廿
一
日
」
後

藤
（
花
押
）
」
本
阿
弥
（
花
押
）
」
実
相
院
ま
い
る
」
と
さ
れ
表
面
が
墨
線
で
段
た

（

幻

）

れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
か
ら
慶
長
元
年
二
五
九
六
）

に
か
け
て
の
堺
日
蓮
教
団
諸
寺
か
ら
洛
中
十
六
本
山
へ
の
送
金
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
、
後
藤
、
本
阿
弥
の
両
名
が
洛
中
に
お
い
て
送
金
の
受
領
を
担
当
し
て
い

（

配

）

た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
こ
こ
で
の
後
藤
、
本
阿
弥
の
両
名
が
具
体
的
に
は
誰
に

（

閉

）

該
当
す
る
の
か
は
花
押
の
比
定
か
ら
も
判
然
と
は
し
な
い
が
、
日
蓮
教
団
内
部
で

の
経
済
行
為
に
有
力
檀
家
で
あ
る
本
阿
弥
の
一
類
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
十
分

（

別

）

に
考
え
ら
れ
る
。

三
、
本
阿
弥
家
の
家
職
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こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
慶
長
十
二
年
（
一
六
○
七
）
の
本
法
寺
日
通
上
人
書

置
に
「
三
説
超
過
の
御
消
息
井
そ
へ
状
、
こ
れ
は
自
元
光
淳
二
進
之
、
又
鷺
の
ゑ

表
具
し
て
進
之
候
也
」
と
あ
り
、
重
要
な
消
息
の
装
演
と
分
与
が
宗
門
内
で
完
結

さ
れ
う
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
置
に
は
「
北
位
牌
所
事
、
光
徳

二
進
之
候
（
中
略
）
為
修
理
料
銀
子
三
百
目
付
置
申
候
、
則
光
徳
へ
可
渡
也
、
正

行
坊
二
申
置
候
事
、
北
堂
か
う
か
つ
物
事
、
注
文
別
帯
二
有
之
」
と
し
て
、
位
牌

所
の
運
営
資
金
を
分
与
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
住
持
と
資
産
管
理
者
を
分
け
て
運

営
に
当
た
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
阿
弥
光
徳
に
対
し
て
は
運
用
を
委
託
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

『
本
阿
弥
行
状
記
』
（
上
巻
）
第
九
話
に
は
、
大
昔
に
妙
秀
「
聟
」
の
家
が
類

焼
に
あ
っ
た
際
の
話
を
載
せ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
此
も
の
蚤
先
祖
は
無
慈
悲

け
ん
ど
ん
に
て
、
わ
づ
か
の
金
を
か
し
て
宜
も
の
を
質
物
に
取
、
金
を
返
し
請
ん

と
い
へ
ど
、
最
は
や
日
限
過
た
る
故
に
外
へ
遣
は
し
た
り
な
ど
嵐
偽
り
戻
さ
ず

（
中
略
）
何
に
付
て
も
欲
ふ
か
く
貯
へ
置
し
財
宝
今
に
蔵
の
内
に
あ
り
」
と
あ
り
、

片
岡
氏
一
族
の
出
自
が
土
倉
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
話
の
趣
旨
は
清
貧

を
宗
と
す
べ
し
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
本
阿
弥
家
の
諸
事
に
た
い
す
る
目

利
能
力
獲
得
の
背
景
に
は
、
市
中
金
融
業
者
と
し
て
の
眼
力
の
酒
養
が
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

「
御
前
落
居
奉
書
」
で
は
泉
州
堺
の
土
倉
野
遠
屋
妙
基
と
本
阿
弥
が
野
遠
屋
本

体
と
「
所
々
家
倉
等
」
の
権
利
に
つ
い
て
相
論
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
十
二
月
十
一
日
付
讓
状
が
証
拠
と
な
り
永
享
二
年

（

配

）

（
一
四
三
○
）
十
二
月
三
十
日
に
本
阿
弥
の
領
掌
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本

阿
弥
が
、
日
蓮
教
団
檀
那
の
本
阿
弥
と
の
同
族
で
あ
る
と
は
即
断
し
が
た
い
が
、

蕊
写真3表1No.58 写真2表1No.1
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有
力
商
人
の
本
阿
弥
の
一
例
で
あ
る
。

（

妬

）

同
じ
く
、
「
本
阿
」
を
名
乗
る
者
に
は
「
賦
引
付
井
徳
政
方
」
に
事
例
が
あ
り
、

と
く
に
天
文
十
七
年
十
月
二
十
二
日
付
の
本
阿
弥
申
状
で
は
家
業
に
お
け
る
一
族

の
結
合
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
右
從
往
古
、
我
等
事
奉
帯
諸
商
寶
役

御
免
之
御
下
知
、
干
今
無
別
義
御
事
候
、
然
者
天
文
五
年
京
都
錯
凱
之
時
、
證
文

等
引
失
申
候
、
此
旨
□
口
様
預
御
披
露
、
如
先
々
本
阿
兄
弟
、
同
子
共
以
、
諸
役

御
免
許
□
口
被
成
下
御
下
知
（
後
略
こ
と
あ
り
、
本
阿
弥
一
族
が
「
往
古
」
よ

り
「
諸
商
売
役
」
を
免
許
さ
れ
る
も
の
の
、
天
文
五
年
二
五
三
六
）
の
「
京
都

錯
乱
」
、
す
な
わ
ち
天
文
法
華
乱
に
際
し
て
損
害
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
「
證
文
等
引
失
」
と
あ
る
以
上
、
社
会
的
混
乱
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
一
族
の
信
仰
と
の
関
わ
り
か
ら
被
害
が
拡
大
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然

で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
述
し
た
堺
の
「
本
阿
彌
」
と
は
時
代
的
に
も
隔
た
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
本

阿
弥
の
拠
点
が
一
時
的
に
或
い
は
分
流
と
し
て
堺
に
所
在
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。
妙
顕
寺
所
蔵
の
「
日
朗
上
人
遺
骨
分
与
状
」
（
元
応
二
年
三
月
二
日
付
）
巻

子
軸
お
よ
び
軸
付
紙
に
は
「
上
天
文
九
年
庚
子
七
月
二
日
（
日
広
花
押
）
、
軸

表
紙
付
之
、
表
紙
本
阿
ミ
次
郎
三
郎
（
花
押
ご
（
軸
墨
書
銘
）
、
「
庚
子
歳
七
月

吉
日
、
軸
表
帯
修
之
、
日
廣
（
花
押
こ
（
軸
付
紙
銘
）
と
あ
り
、
本
阿
弥
次
郎
三

郎
が
京
都
十
六
本
山
の
一
つ
で
あ
る
妙
顕
寺
什
物
の
修
補
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ

（

”

）

と
が
判
明
す
る
。
天
文
九
年
（
一
五
四
○
）
と
い
え
ば
、
日
蓮
教
団
の
洛
中
各
本

山
は
天
文
法
華
乱
後
の
措
置
に
よ
り
洛
中
追
放
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ

（

蹄

）

り
、
多
く
の
本
山
は
堺
に
所
在
す
る
末
寺
に
避
難
を
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
京

都
と
堺
に
二
元
的
に
拠
点
を
置
く
、
教
団
と
有
力
檀
那
の
存
続
基
盤
の
在
り
よ
う

本
稿
で
は
、
京
都
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
本
山
本
法
寺
墓
地
の
石
造
物
の
う
ち
、

本
阿
弥
家
の
供
養
塔
を
中
心
に
考
察
を
加
え
た
。
あ
わ
せ
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い

る
史
料
と
、
こ
れ
ら
金
石
資
料
の
補
完
的
な
意
味
を
提
示
し
た
。
本
阿
弥
家
は
中

世
以
来
の
日
蓮
教
団
内
有
力
檀
那
で
あ
り
、
長
谷
川
、
楽
と
い
っ
た
技
能
集
団
を

考
察
す
る
上
で
も
比
較
検
討
の
対
象
と
な
る
存
在
で
あ
る
。
従
来
看
過
さ
れ
て
い

た
石
塔
銘
文
を
追
加
で
き
た
こ
と
は
、
両
者
の
史
（
資
）
料
を
時
系
列
的
に
比
較

検
討
で
き
る
素
地
を
提
供
し
え
た
と
考
え
る
。

日
蓮
教
団
の
場
合
、
経
済
的
基
盤
と
な
る
よ
う
な
寺
領
が
少
な
く
、
在
地
の
所

領
よ
り
は
む
し
ろ
都
市
的
な
場
の
大
衆
、
多
分
に
そ
れ
は
経
済
的
に
不
安
定
な
商

工
業
者
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
宗
門
の
内
部
に
あ
っ
て

は
寄
進
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
什
宝
の
管
理
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
本

阿
弥
家
を
は
じ
め
と
す
る
職
能
集
団
の
宗
門
に
対
す
る
関
与
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
、
洛
中
日
蓮
宗
諸
山
、
こ
と
に
本
法
寺
が
彼
ら
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
持
っ

た
こ
と
が
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

慶
長
年
間
に
中
山
法
華
経
寺
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
本
法
寺
、
頂
妙
寺
（
京
都
）
、

妙
国
寺
（
堺
）
輪
番
と
の
間
で
問
題
が
生
じ
た
が
、
そ
の
際
に
幕
府
か
ら
は
「
其

寺
伝
来
之
霊
宝
、
諸
道
具
、
什
物
、
無
紛
失
、
當
住
本
法
寺
江
可
相
渡
旨
、
上
意

（

酌

）

二
候
」
と
の
奉
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
霊
宝
、
什
物
、
諸
道
具
の
見
極

め
は
寺
院
内
部
に
お
け
る
財
産
管
理
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
什
宝
の

お
わ
り
に

が
、
洛
中
日
蓮
教
団
の
中
世
後
期
に
お
け
る
存
続
に
有
効
に
機
能
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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蒐
集
、
檀
徒
か
ら
の
受
け
入
れ
に
も
「
極
め
」
は
重
要
と
な
る
。
日
蓮
教
団
に
内

在
し
た
技
能
集
団
は
、
自
ら
の
創
作
活
動
の
み
な
ら
ず
、
制
作
に
付
随
し
て
獲
得

（

鋤

）

し
た
経
験
を
「
極
め
」
に
反
映
さ
せ
え
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
技
能
集
団
の
一

族
的
帰
依
は
日
蓮
教
団
に
と
っ
て
有
効
に
作
用
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

主一
三
口（

１
）
洛
中
日
蓮
宗
系
寺
院
墓
地
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題
「
室

町
時
代
後
期
に
お
け
る
非
文
献
資
料
を
利
用
し
た
地
域
文
化
（
信
仰
）
伝
播
の
基
礎
的
研

究
」
、
課
題
番
号
一
三
七
一
○
二
○
八
、
平
成
十
三
’
十
四
年
度
、
研
究
課
題
「
非
文
献

資
料
を
利
用
し
た
中
世
都
市
に
お
け
る
基
層
信
仰
の
研
究
」
、
課
題
番
号
一
七
六
八
二
○

○
二
、
平
成
十
七
年
’
十
九
年
度
）
の
交
付
を
受
け
た
。
本
槁
と
関
係
を
持
つ
拙
槁
を
挙

げ
れ
ば
、
「
京
都
妙
覚
寺
墓
地
の
無
縁
石
造
物
考
ｌ
中
近
世
移
行
期
の
葬
送
と
石
塔
造
立
」

（
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」
二
八
号
、
二
○
○
二
年
三
月
）
、
「
京

都
新
在
家
の
形
成
と
法
華
宗
檀
徒
の
構
造
」
（
「
中
世
の
寺
院
体
制
と
社
会
」
吉
川
弘
文
館
、

二
○
○
二
年
十
二
月
）
、
「
京
都
本
法
寺
墓
地
の
無
縁
石
造
物
に
つ
い
て
」
（
「
神
奈
川
県
立

博
物
館
研
究
報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」
第
三
三
号
、
二
○
○
七
年
三
月
）
が
あ
る
の
で
参
考

に

さ

れ

た

い

。

【
付
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題
「
非
文
献
資
料
を
利
用
し
た
中
世
都
市
に
お

け
る
基
層
信
仰
の
研
究
」
、
課
題
番
号
一
七
六
八
二
○
○
二
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
法
寺
墓
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
調
査
補
助
員
と
し
て
、
竹
村
到
（
江
戸
東
京
博
物
館
非
常

勤
研
究
員
）
、
幾
島
審
（
鳩
ヶ
谷
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
嘱
託
）
、
岩
下
徹
（
国
士
舘

大
学
大
学
院
）
、
大
庭
祐
介
（
国
士
舘
大
学
大
学
院
）
、
大
藪
海
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）
、
関

本
悟
（
立
正
大
学
大
学
院
）
の
協
力
を
得
た
（
肩
耆
は
当
時
）
・

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
本
法
寺
貫
首
大
塚
泰
詮
祝
下
よ
り
多
大
な
る
ご
配
慮
と
ご
教
示

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
８
）

（
９
）

（
ｍ
）

、
〆

（
７
）

令
○
）

令
ｂ
）

〆一、

4
、一稗

〆一，

3
、－〆

（
２
）

「
本
阿
弥
行
状
記
」
（
上
、
中
、
下
巻
）
の
原
本
は
不
明
。
「
富
岡
鐵
齋
本
」
を
底
本
と
す

る
こ
と
が
多
く
「
前
田
尊
経
閻
文
庫
本
」
（
東
京
文
化
財
研
究
所
写
本
祖
本
）
、
「
東
京
芸

術
大
学
図
書
館
本
」
「
帝
国
図
書
館
本
」
な
ど
が
あ
る
。
内
容
か
ら
上
巻
は
光
悦
の
孫
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
光
甫
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
（
一
部
親
父
光
瑳
編
纂
）
、
中
、
下
巻

は
光
甫
の
孫
次
郎
左
衛
門
に
よ
る
雑
記
の
追
加
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

正
木
篤
三
「
本
阿
弥
行
状
記
と
光
悦
」
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）

参
照
。
本
書
は
そ
の
祖
型
と
し
て
、
昭
和
二
十
年
三
月
に
大
雅
堂
よ
り
出
版
（
千
五
百
部
）
、

戦
後
芸
艸
堂
か
ら
再
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
殆
ど
失
わ
れ
稀
観
書
の
部
類
に
属

し
て
い
る
。
新
版
は
、
そ
の
旧
版
か
ら
校
勘
記
と
索
引
を
省
く
形
で
昭
和
四
十
年
八
月
に

再
版
さ
れ
（
千
二
百
部
）
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
六
年
に
復
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
を
宗
祖
と
し
、
法
華
経
を
絶
対
的
経
典
と
し
て
信
奉
す
る
宗
教
集
団
を
、
こ
こ
で
は

日
蓮
宗
、
日
蓮
教
団
と
し
て
お
く
。
本
稿
で
言
及
す
る
時
期
の
史
料
中
呼
称
と
今
日
的
教

団
名
の
乖
離
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

各
石
塔
に
つ
い
て
は
法
量
計
測
の
ほ
か
、
写
真
撮
影
と
拓
本
採
取
を
行
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
本
阿
弥
十
二
家
系
図
」
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
光
悦
玄
孫
に
あ
た
る
次
郎

左
衛
門
に
よ
る
「
本
阿
彌
次
郎
左
衛
門
家
傳
」
（
「
史
籍
集
覧
」
第
一
六
冊
所
収
）
は
「
本

阿
弥
行
状
記
」
の
改
編
（
中
、
下
巻
）
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
、
一
族
内
で
の
強
固
な

結
合
と
弛
緩
の
発
生
を
予
想
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
本
阿
弥
行
状
記
」
（
上
巻
、
第
八
○
話
）
・
前
段
に
は
「
い
つ
ま
で
も
王
城
に
住
居
し
て
、

御
用
向
の
節
は
出
府
仕
る
べ
く
、
決
し
て
江
戸
表
へ
引
越
の
儀
ゆ
め
ノ
、
有
べ
か
ら
ず
、

足
利
御
代
よ
り
禁
裏
様
の
御
剣
を
清
め
、
惣
て
御
用
を
勤
め
来
り
候
事
、
な
に
程
か
難
有

こ
と
に
て
候
（
中
略
）
日
本
國
中
は
神
の
御
末
に
て
み
な
ノ
、
禁
裏
様
の
物
也
」
と
し
て

い
る
。
前
掲
註
（
６
）
に
よ
れ
ば
「
光
通
元
禄
十
丑
年
罷
下
夫
よ
り
江
戸
住
居
に
罷
成
候
」

と
し
て
い
る
。

簡
単
な
墓
標
銘
文
集
成
と
し
て
は
山
崎
美
盛
『
海
録
』
が
あ
る
。

表
１
で
は
石
塔
銘
文
な
ど
を
割
愛
し
て
い
る
。

本
法
寺
貫
首
大
塚
泰
詮
税
下
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
無
縁
石
造
物
群
は
本
来
墓
地
参
道
の
両
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側
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
法
寺
会
館
を
建
築
し
た
際
に
現
在
の
よ
う
に
合

祀

さ

れ

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。

（
ｕ
）
「
本
阿
弥
行
状
記
」
（
上
巻
）
第
五
四
話
に
は
「
妙
覚
寺
の
日
允
上
人
の
母
は
妙
秀
が
孫
、

光
室
が
姉
な
り
、
妙
山
と
号
す
、
八
十
に
及
ぶ
ま
で
一
生
の
う
ち
に
終
に
柳
も
愼
志
な
し
」

と
穏
和
な
人
と
な
り
を
顕
彰
し
て
い
る
。

（
吃
）
砂
岩
質
の
脆
弱
な
石
材
で
表
面
が
剥
離
し
て
い
る
。
現
状
で
は
俗
名
部
分
も
崩
壊
し
つ
つ

あ
り
、
今
後
判
読
不
能
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
⑬
）
前
掲
註
（
３
）
「
本
阿
弥
行
状
記
と
光
悦
」
解
説
部
分
に
要
を
得
た
見
解
が
あ
り
、
本
稿

で

も

そ

れ

に

従

う

。

（
皿
）
「
類
聚
名
物
考
」
引
用
「
玉
露
證
話
」
、
「
本
朝
語
園
」
、
黒
川
道
祐
『
遠
碧
軒
記
」
、
江
村

既
在
「
老
人
雑
話
』
な
ど
近
世
期
の
随
筆
に
散
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
以
降

の
本
阿
弥
家
事
績
や
歴
代
没
年
な
ど
に
つ
い
て
は
太
田
南
畝
「
仮
名
世
説
」
、
『
續
近
世
崎

人
傳
」
、
藤
貞
幹
「
好
古
類
蟇
」
、
灰
屋
紹
益
「
に
ぎ
は
ひ
草
」
、
『
古
憲
備
考
」
な
ど
が
参

考

と

な

る

。

（
巧
）
鎌
倉
松
葉
谷
日
静
上
人
は
足
利
尊
氏
の
叔
父
で
あ
り
、
こ
れ
に
帰
依
し
た
こ
と
に
よ
る
法

名
本
阿
弥
と
号
し
た
と
す
る
。
法
名
「
妙
本
」
と
の
関
わ
り
が
不
明
で
あ
り
、
由
緒
に
混

乱

が

あ

る

の

で

あ

ろ

う

。

（
肥
）
同
様
な
事
例
に
つ
い
て
は
一
故
実
家
の
仕
官
に
つ
い
て
検
証
し
た
拙
稿
「
大
和
宗
恕
管
見
」

（
「
年
報
三
田
中
世
史
研
究
」
第
三
号
、
一
九
九
六
年
十
月
）
、
「
大
和
流
太
元
明
王
法
と
京

都
本
法
寺
蔵
「
摩
利
支
天
画
像
」
に
つ
い
て
」
（
「
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
第
一
○
号
、

二

○

○

三

年

十

月

）

等

を

参

照

。

（
灯
）
「
本
阿
弥
系
図
」
参
照
。
義
教
の
治
世
と
没
年
と
が
乖
離
し
て
い
る
が
、
百
歳
没
と
す
る
。

日
蓮
宗
へ
の
帰
依
が
妙
本
に
遡
及
す
る
の
か
、
本
光
に
至
る
の
か
不
分
明
と
な
る
。

（
鴫
）
「
頂
妙
寺
文
書
・
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」
（
三
・
四
、
大
塚
巧
藝
社
、
平
成
元
年
二

月
～
十
一
月
）
に
「
諸
寺
勧
進
帳
」
や
個
別
町
の
勧
進
記
録
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。

京
都
府
上
京
区
小
川
今
出
川
上
ル
西
側
実
相
院
町
に
は
「
本
阿
弥
辻
子
」
の
地
名
が
残
る
。

『
本
阿
弥
行
状
記
」
（
上
巻
）
第
五
三
話
に
は
下
小
川
に
程
近
い
住
居
が
暗
示
さ
れ
る
。

（
岨
）
本
法
寺
文
書
編
纂
会
『
本
法
寺
文
言
」
（
第
二
冊
、
平
成
元
年
五
月
、
大
塚
巧
藝
社
）
所

収
。
本
書
に
は
各
文
言
写
真
版
と
釈
文
を
付
す
。
過
去
帳
は
日
通
自
筆
本
と
さ
れ
る
も
の

の
い
く
つ
か
の
異
筆
を
含
み
、
後
年
の
元
号
や
、
「
堺
」
を
「
場
」
の
よ
う
に
記
す
な
ど

明
ら
か
な
誤
記
が
認
め
ら
れ
る
。
後
世
の
補
入
や
写
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
は

勘
案
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
「
光
悦
寺
過
去
帳
」
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
鋤
）
合
わ
せ
軸
、
軸
首
水
晶
。
筆
者
実
見
に
よ
る
。
後
掲
註
（
”
）
も
参
照
。

（
虹
）
前
掲
註
（
焔
）
『
頂
妙
寺
文
言
・
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」
（
四
）
所
収
。

（
配
）
後
藤
に
つ
い
て
は
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
閏
三
月
十
九
日
付
の
同
様
な
金
子
請
取
反
故

が
存
在
す
る
。
こ
れ
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
史
料
の
年
代
が
確
定
で
き

》

〈

》

Ｏ

（
羽
）
現
在
花
押
が
知
ら
れ
て
い
る
当
該
期
の
本
阿
弥
家
系
の
花
押
に
は
類
似
す
る
も
の
が
見
ら

れ
な
い
・
そ
の
こ
と
は
当
時
す
で
に
本
阿
弥
家
に
は
多
様
な
家
職
を
持
つ
庶
流
が
存
在
し
、

花
押
の
形
態
に
独
自
性
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

（
型
）
「
賦
引
付
井
徳
政
方
」
に
は
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
九
月
五
日
付
「
本
阿
西
女
申
状
」

が
あ
り
、
天
文
八
年
五
月
六
日
の
債
務
で
あ
る
料
足
二
九
貫
八
七
九
文
の
破
棄
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
「
本
阿
」
が
本
阿
弥
一
族
の
者
で
あ
る
か
は
確
証
が
え
ら
れ
な
い
。

（
泌
）
桑
山
浩
然
校
訂
「
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
」
（
昭
和
五
十
五
年
八
月
）
所
収
。

（
妬
）
前
掲
註
（
溺
）
参
照
。
写
本
の
た
め
文
言
に
不
自
然
な
箇
所
が
あ
る
。

（
訂
）
『
妙
顕
寺
文
書
」
（
一
、
妙
顕
寺
文
書
編
纂
会
編
、
平
成
三
年
五
月
）
所
収
。

（
詔
）
天
文
五
年
閏
十
月
七
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
に
よ
る
（
「
本
能
寺
文
書
」
所
収
）
。
こ

れ
に
よ
る
と
「
日
蓮
党
衆
僧
井
集
會
輩
、
洛
中
洛
外
於
俳
個
者
」
は
成
敗
の
対
象
と
な
っ

た
。
こ
の
後
、
天
文
十
一
年
十
一
月
十
四
日
に
帰
洛
の
勅
許
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

（

「

両

山

歴

譜

」

）

・

（
羽
）
慶
長
十
九
年
七
月
十
三
日
「
徳
川
家
奉
行
安
藤
重
信
外
四
名
連
署
奉
書
（
案
文
）
」
（
前
掲

註

肥

所

収

）

参

照

。

（
釦
）
素
材
に
対
時
し
、
制
作
に
従
事
す
る
技
術
者
が
、
別
の
一
面
で
は
鋭
い
鑑
定
眼
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
は
今
日
で
も
理
解
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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